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1.環境経営方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDGｓに取り組み、お客様の環境負荷の低減 

（省エネ・省資源・生産性の向上など）につながる 

加工機械・省力機械の設計・製造を行います 

お客様の幸せを第一に考え、企業の成長、そして従業員の幸せにつながる会社になるよ
う、日々前向きに努力し、一人一人の意識を一つにして頑張っていきます。 

そのためにも、持続可能な未来のために環境課題の改善について考え、オカモトにでき
ることを実行し環境保全への行動を継続します。 

＜環境保全への行動指針＞ 

① 次の事に取り組みます 

 ・環境負荷の低減につながる加工機械・省力機械の設計・製造を行います 

 ・使用原材料の省資源化、廃棄物の 3R（減量・再使用・再生利用）を推進します 

 ・電気の使用量、車両燃料の使用量を削減し二酸化炭素排出削減に努めます 

 ・水使用量の削減に努めます 

 ・環境に配慮した機械設備や備品等の購入を推進します 

② 関係法令等を遵守します 

制定日 2022年 11月 1日 

株式会社オカモト 
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2.会社概要 
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社名

株式会社オカモト

役員

代表取締役　　山崎　僚二

取締役　　　　山崎　真弓

監査役　　　　堀田　宏子

環境管理責任者・環境管理事務局

責任者　経理課係長　山崎　祐也

　　　　経理課　　　山崎　直子

所在地

広島本社・工場：広島県広島市安佐南区長束5丁目6-22

　TEL : 082-874-0702

　FAX : 082-874-8865

大分工場(ｴｺｱｸｼｮﾝ21対象外） : 大分県国東市国見町野田別当2323-1

　TEL : 0978-82-1530

　FAX : 0978-82-1529

資本金

1000万円

事業内容

加工機械・省力機械の設計・製造

規模

広島本社・工場　　　　　　　大分工場

　土地 1229㎡　　　　　　　　　土地 4650㎡

　建物 734㎡　　　　　　　　 　建物 682㎡

　従業員数 21名　　　　　　　　従業員 4名

社歴

1967年 4月　有限会社岡本鉄工 　創立

1989年 4月　大分工場として有限会社広国精工　創立

1997年 6月　株式組織への変更と共に社名を株式会社オカモトに変更

2016年 1月　山崎 僚二 代表取締役に就任

2022年 9月　広島本社・工場を長束5丁目に移転（新社屋竣工）

EA21認証・登録範囲

広島本社・工場

　※大分工場は4年以内に拡大予定
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3.実施体制
組織図

※大分工場については、今後４年以内に対象範囲を拡大し組織に追加する

役割・責任・権限

代表者 環境経営に関する統括責任
環境経営方針の策定、見直し
環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
環境管理責任者を任命
環境経営目標、環境経営計画書の承認
全体の評価と見直し、指示
環境経営レポートの承認

環境管理責任者 環境経営システムの構築、実施、管理
環境関連法規等の取りまとめ表を承認
環境経営目標、環境経営計画書を確認
環境活動の取組結果を代表者へ報告
環境経営レポートの確認

環境事務局 環境管理責任者の補佐
環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
環境活動の実績集計
環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
環境関連の外部コミュニケーションの窓口
環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

環境委員会 環境経営計画の審議
環境活動実績の確認・評価
想定される事故、問題発生時の緊急事態対応マニュアルの確認

部門長 環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画の自部門全員への周知
環境経営目標の達成に向けた自部門における環境経営計画の推進
関連する法規等の遵守を含む自部門の教育、訓練の実施
自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
自部門で想定される事故、問題発生時の緊急事態対応マニュアル原案作成
自部門における環境経営目標達成状況の報告

全従業員 環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

役割 ・ 責任 ・ 権限

代表者（代表取締役）

環境管理責任者

環境事務局

工場B部門長

・設　　計
・フライス
・旋　　盤

・組　　立
・製　　缶
・電　　気

・事　　務

環境委員会

事務部門長設計部門長 工場A部門長
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4.環境経営目標

基準値
2021年度
実績 2022年度 2023年度 2024年度

電気使用量の削減 kWh 96,312 △2% △4% △6%
自動車のガソリン使用量の削減 L 2,970 △2% △4% △6%
トラックの軽油使用量の削減 L 589 △2% △4% △6%
都市ガス使用量の削減 m3 - 現状維持 現状維持 現状維持
可燃ごみの削減 kg 840 △5% △10% △15%
不燃ごみの削減 kg 437 現状維持 現状維持 現状維持
プラごみの削減 kg 140 △1% △2% △3%
金属くずの削減 kg 7,533 △2% △4% △6%
廃油の削減 kg 200 △2% △4% △6%
木くずの削減 kg 980 △2% △4% △6%
その他、廃プラ、汚泥、引火性廃油 kg 130 - - -

水使用量
削減

節水の推進 m3 206 現状維持 現状維持 現状維持

特定化学物質
使用量削減

適正管理の推進 - - 適正管理 適正管理 適正管理

環境に配慮した製品開発の推進 - 1件 1件以上 1件以上 1件以上
歩留り向上 - - - 前年以上 前年以上
クレーム削減 - - - 前年以下 前年以下
環境に配慮した機械設備等の購入 - 1件 1件以上 1件以上 1件以上
技術力向上の教育の推進 - 5回 5回 5回 5回
働き方改革：残業削減 - - - 前年以下 前年以下
防災・減災の取組実施 - 1回 1回 1回 1回
工場周辺の清掃活動 - 毎日 毎日 毎日 毎日
部門間の連携：環境委員会実施 - - 月1回 月1回 月1回

※都市ガスは、2022年度から使用（それまでは液化石油ガスを使用）しているため基準年度の実績なし
※灯油は使用しないため目標設定していない
※歩留まり向上、クレーム削減、働き方改革：残業削減は次年度から目標設定

環境に配慮
した取組
実施

テーマ 目標 単位
目標削減率

二酸化炭素
削減

一般廃棄物
削減

産業廃棄物
削減
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5.環境経営計画

テーマ 目標 主な取り組み SDGｓとの関連
残業時間削減
事務所棟 空調温度適正化
エアコンフィルターの掃除
各エリア照明・冷暖房スイッチの管理
休憩時間の消灯
エレベーターの使用を控える
使用電力の見える化
効率的なルール設定
エコ運転の実施
運行前点検の実施・安全運転の徹底
Webの活用による乗車量の削減

都市ガス使用量の削減 不要なガスは使わない
ゴミ分別の徹底
両面印刷の推進・裏紙の使用
整理整頓による印刷物の削減
メール及びデータ活用(保存)によるペーパーレス化

緩衝材他、廃棄物再利用の推進
原材料の効率的使用
作業ミス・クレームによる廃棄物の削減
不良品再発防止のための取組実施

水使用量
削減

節水の推進 節水シールの貼付けとポスター掲示

有害性物質の表示の徹底
使用量の把握（記録）
作業ミスによる使用量増加の抑制

環境に配慮した製品開発の推進 省エネ・省人・省力に貢献する機械の開発
歩留り向上 工程の見える化

クレーム削減 クレームの分析・対策
環境に配慮した機械設備等の購入 材料棚の作成・購入
技術力向上の教育の推進 研修会等への参加
働き方改革：残業削減 スケジュール管理、進捗状況の把握
防災・減災の取組実施 避難訓練等の実施
工場周辺の清掃活動 道路のゴミ拾い 毎日実施

部門間の連携 環境委員会 毎月実施

電気使用量の削減

自動車のガソリン
軽油使用量の削減

二酸化炭素
削減

環境に配慮
した取組

実施

一般廃棄物
削減

産業廃棄物
削減

特定化学物質
使用量削減

可燃ごみ
不燃ごみ
プラごみ
の削減

金属くず、廃油
木くず等産廃

の削減

適正管理の推進
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６.環境経営目標の実績と評価

基準値 目標 実績
2021年11月
～2022年1月

2022年11月
～2023年1月

2022年11月
～2023年1月

電気使用量の削減 kWh 30,913 30,295 19,817 〇
自動車のガソリン使用量の削減 L 747 732 872 ×
トラックの軽油使用量の削減 L 134 131 577 ×
都市ガス使用量の削減 m3 0 0 8 -

LPガス使用量の削減 kg 20 19 0 -

灯油使用料の削減 L 1,862 1,825 0 〇
kg-CO2 22,879 22,422 13,854 〇

可燃ごみの削減 kg 210 200 183 〇
不燃ごみの削減 kg 109 109 104 〇
プラごみの削減 kg 35 35 34 〇
金属くずの削減 kg 1,883 1,846 1,814 〇
廃油の削減 kg 50 49 0 〇
木くずの削減 kg 245 240 470 ×
その他、廃プラ、汚泥、引火性廃油 kg 33 32 0 〇

水使用量
削減

節水の推進 m3 51 51 55 ×

特定化学物質
使用量削減

適正管理の推進 - - 適正管理 適正管理 〇

環境に配慮した製品開発の推進 - 1件 0.25件 開発中 〇
歩留り向上 - - 前年以上 データ集計中 -

クレーム削減 - - 前年以下 データ集計中 -

環境に配慮した機械設備等の購入 - 0件 0.25件以上 1件 〇
技術力向上の教育の推進 - 5回 1回 0件 ×
働き方改革：残業削減 - - 前年以下 増加 -

防災・減災の取組実施 - 0回 1回 1回 〇
工場周辺の清掃活動 - 毎日 毎日 毎日 〇
部門間の連携：環境委員会実施 - - 月1回 月1回 〇

※ガスは、2022年8月までLPガス、2022年9月から都市ガスを使用した
※購入電力の排出係数は、中国電力の調整後排出係数0.52kg-CO2/kWhを使用した
※灯油は目標設定していないが、昨年度と比較するため掲載
※歩留まり向上、クレーム削減、働き方改革：残業削減は次年度から目標設定

産業廃棄物
削減

環境に配慮
した取組
実施

評価

二酸化炭素
削減

テーマ 目標 単位

一般廃棄物
削減

二酸化炭素　合計
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７.取組状況

電気使用量の削減

評価：◎できた　〇まあまあできた　△あまりできなかった　×できなかった
主な取り組み 評価 状況・対策・改善

数値目標 ◎

残業時間削減 ×

事務所棟 空調温度適正化 〇

エアコンフィルターの掃除 ◎

各エリア照明・冷暖房スイッチの管理 〇

休憩時間の消灯 ◎

エレベーターの使用を控える ◎

使用電力の見える化 △

図面等について社内の打合せを徹底し、確
認不足等により発生するムダな時間を減ら
そうと試みたが、仕事量が多かったため残
業時間の削減には至らなかった。
使用電力のグラフは、会社の移転により状
況が違うため、昨年度との比較とはならな
かったが、次年度はしっかり比較したい。
その他については皆で意識して取組むこと
ができた。

エリアごとに工場照明スイッチのオ
ン・オフができるようになりました。
このことにより、使用していないエ
リアの照明をこまめに消して節電し
ています。
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自動車のガソリン・軽油使用量の削減

評価：◎できた　〇まあまあできた　△あまりできなかった　×できなかった
主な取り組み 評価 状況・対策・改善

数値目標 ×

効率的なルール設定 △

エコ運転の実施 〇

運行前点検の実施・安全運転の徹底 ◎

Webの活用による乗車量の削減 〇

他県のお客様対応により現地往復によるガ
ソリンの使用量が多くなったが、事故が無
いよう安全運転に心掛け、運行前点検を強
化したことにより安心安全に運用できた。
忘れ物による往復が発生したため次年度は
ルールを再検討する。
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都市ガス使用量の削減

評価：◎できた　〇まあまあできた　△あまりできなかった　×できなかった
主な取り組み 評価 状況・対策・改善

数値目標 ー

都市ガス使用量の削減 ◎

ガス給湯器の温度を低めに設定し、ガス使
用量を減らすことに成功した。

※2022年9月ＬＰガスから都市ガスに変更

↑自動車点検表を作成し、運行前点検を強化
しました

↑エコドライブ普及連絡会の「エコドラ
イブ10のすすめ」を参考にしました
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←Webによる
打合せを行い
ました
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一般廃棄物の削減

評価：◎できた　〇まあまあできた　△あまりできなかった　×できなかった
主な取り組み 評価 状況・対策・改善

数値目標 〇

ごみ分別の徹底 ◎

両面印刷の推進・裏紙の使用 ×

整理整頓による印刷物の削減 △

メール及びデータ活用(保存)によるペーパーレス化 ×

緩衝材他、廃棄物再利用の推進 〇

9月に工場を移転したため昨年度との比較
ができない項目もあったが、全社員でごみ
の削減を意識し、捨てる前に考えることが
できるようになったことで可燃ごみ削減に
つながった。ペーパーレス化については、
業務方法の変更が困難であったが、今後少
しずつでも進めていきたい。

●昨年度・今年度のそれぞれ4月～翌1月（10カ月間）の数値 ●昨年度の可燃・プラ・不燃は、ご
み袋を購入した数でごみの量を概算 ●資源ごみは昨年度データなしのため掲載せず
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産業廃棄物の削減

評価：◎できた　〇まあまあできた　△あまりできなかった　×できなかった
主な取り組み 評価 状況・対策・改善

数値目標 △

原材料の効率的使用 △

作業ミス・クレームによる廃棄物の削減 ※

不良品再発防止のための取組実施 ※

※次年度から目標設定

新しい材料棚を作り整理整頓を行ったこと
で在庫確認が容易になり効率的使用につな
がった。設計と加工が密な打合せを心がけ
ミスやムダを無くす努力をしているが成果
はまだ不明。次年度は不良品再発防止の取
組も一歩前進させたい。今年度は移転に伴
う廃棄物が多く出ている。

●昨年度の数値は、１年間（12ヶ月分）の数値●今年度の数値は、1月まで（10ヶ月分）の数値●
今年度（2022年度）は、会社の移転により、大量の廃棄物が出た
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産業廃棄物【昨年度との比較（年ごと）】
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材料棚を作成し、整理整頓
しました
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水使用量の削減

評価：◎できた　〇まあまあできた　△あまりできなかった　×できなかった
主な取り組み 評価 状況・対策・改善

数値目標 ×

節水シールの貼付けとポスター掲示 ◎

特定化学物質使用量の削減

評価：◎できた　〇まあまあできた　△あまりできなかった　×できなかった
主な取り組み 評価 状況・対策・改善

数値目標 －

特定化学物質の表示の徹底 ◎

使用量の把握（記録） ◎

作業ミスによる使用量増加の抑制 △

節水ステッカーを作成し、意識して行動で
きたが、冬季の使用量が増えた。新社屋の
お湯の使用が影響している可能性があるた
め今後確認予定。

特定化学物質についてSDSを確認し、一覧
表を作成して、毎月使用量を記録し把握す
ることができた。
次年度は更に、使用の際の安全面や効率的
使用方法について確認したい。

特定化学物質一覧を作成→
し、使用量を把握しました
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←節水とSDGｓのステッ
カーを作成し、節水を心掛
けました
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環境に配慮した取組の紹介

評価：◎できた　〇まあまあできた　△あまりできなかった　×できなかった
主な取り組み 評価 状況・対策・改善

数値目標 〇

環境に配慮した製品開発の推進 〇

歩留り向上 ※

クレーム削減 ※

環境に配慮した機械設備等の購入 〇

技術力向上の教育の推進 △

働き方改革：残業削減 ※

防災・減災の取組実施 ◎

工場周辺の清掃活動 ◎

部門間の連携 〇
※次年度から目標設定

どのような取組ができるのかについて全員
で考え意識し行動することができた。環境
に配慮した製品の開発をめざし現在進行
中。引き続き開発に向けて前進したい。自
社で材料棚を作成したことは、原材料の効
率的使用を促すだけでなく作業効率アップ
にもつながった。しかし年末に向け納期が
集中し残業が増えクレームが発生したた
め、改善に向けてのデータ収集が必要と
なっている。次年度は歩留まり率を出し検
証する。
初めて実施した避難訓練は、役割を確認し
大変有意義だった。

思った以上→
に大きな音

←訓練計画書
避難経路

←水の入った訓練用消火器
で消火体験「火事だ！」

「ピンポンパンで、さんご
じゅうご（3×5m＝15秒）」

安佐南消防署の方が→
来てくださいました

避難訓練 2023/2/1
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ｴｺｱｸｼｮﾝ 21 ﾐｰﾃｨﾝｸﾞの
先生には大変お世話
になりました 

自治会に入って回覧板
で地域と情報共有 

お得意先の皆様からいただいた鉢や花壇
で緑がいっぱい 

掲示板がグラフでいっぱいに 

毎朝清掃・整理整頓、ご近所のご
みも拾います 

休憩時間
は節電 

SDGｓステッカー
で意識をひとつに 

ごみを
正しく
分別 

「オカモトにできること＆各々ができること なんでもアンケート」を社内で実施
環境委員会で環境経営目標・計画を検討、毎月振り返り、次に向けて前進 

ごみを計りに乗せて記録しましょう 持続可能な世界、持
続可能なオカモト
になるためにも、ｴｺ
ｱｸｼｮﾝ21に全員で取
り組もう！ 

環境経営方針の発表 

OKAMOTO STORY ～ｴｺｱｸｼｮﾝ 21～ 
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8.環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果
並びに違反、訴訟などの有無

法規制等の名称 条項 該当項目 確認済書類等 評価結果

廃棄物処理法 第12条

産業廃棄物（汚
泥、廃油、廃プラ
スチック類、木く
ず、鉄くず）

産廃業者契約書
産業廃棄物管理票(ﾏﾆﾌｪｽﾄ)
産業廃棄物報告書

〇

騒音規制法 第6条第1項
シャーリング、コ
ンプレッサー

特定施設設置届出書 〇

広島県生活環境の保全等に関する条例
第45条第1項
第46条第1項

自動高速帯鋸切断
機、平面研磨機

騒音関係特定施設設置届出書 〇

振動規制法 第6条第1項
シャーリング、コ
ンプレッサー

特定施設設置届出書 〇

フロン排出抑制法 第16条 業務用空調機 簡易点検記録簿 〇

消防法 第17条3の3
消火器、自動火災
報知設備、誘導灯

消防用設備等設置届出書
消防用設備等点検結果報告書

〇

広島市火災予防条例 第58条 危険物の保管 少量危険物貯蔵届出書 〇
工場立地法
（広島市地球温暖化対策等の
推進に関する条例）

第６条
（第30条）

緑地帯の確保 緑化工事完了届出書 〇

下水道法 第11条の2 使用開始等の届出 届出書（排水設備計画協議書） 〇

第20条第2号 絶縁被覆破損点検表

第21条 高所作業点検(確認)表

第22条第1号
第22条第1号
第22条第1号

じん肺健康管理実施状況報告書

特定化学物質作業記録
保護マスク点検表

第45条第1項
第45条第1項
第45条第1項

クレーン点検表
フォークリフト点検表
シャー点検表

第65条 作業環境測定実施

第66条 有機溶剤等健康診断結果報告書

第66条 特定化学物質健康診断結果報告書

一般高圧ガス保安規則 第6条第2項 製缶用ガスボンベ 転倒防止チェーン設置 〇

環境関連法規の遵守状況を確認した結果、過去３年間違反はありませんでした。
また、関連機関等からの指摘、外部からの訴訟などもありませんでした。

労働安全衛生法

プレス機、クレー
ン、フォークリフ
ト、シャーリン
グ、塗装、溶接、
研磨など

〇

作成日2022/10/20
遵守評価日2023/2/1
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9.代表者による全体の評価と見直し・指示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年の 11月より、エコアクション 21にもとづき、環境経営方針「SDGｓ

に取り組み、お客様の環境負荷の低減（省エネ・省資源・生産性の向上など）

につながる加工機器・省力機械の設計・製造を行います」を策定し、環境経営

目標を立て皆で取り組むことができました。また、二酸化炭素排出量の削減に

つながる電気・ガス使用量の削減、水道使用量の削減や一般廃棄物及び産業廃

棄物の削減については、これまであまり意識できていなかったのではと振り

返ることができました。そして、このような取り組みの中で、目標・計画を立

て、実績結果を見える化することにより、環境保全につながるだけでなく、社

員全員の士気を高め、企業理念である「お客様との信頼関係を築く」ことや「喜

ばれるものづくり」につながることを確信することができました。 

2023年度以降も、環境経営目標達成に向けて、二酸化炭素排出量の削減に

つながる新たな取り組みを考え、社員全員で環境保全への行動を継続してい

きます。 

2023年 2月 24日 

株式会社オカモト 
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株式会社オカモトは 

「ひろしま環境の日」行動宣言に登録しています 

株式会社オカモト 

〒731-0135 

広島県広島市安佐南区長束 5丁目 6番 22号 

TEL 082-874-0702 

https://www.okamoto-web.com/ 


